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出資法人経営状況報告書について 

 

 出資法人経営状況報告書を地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２

項の規定により、次のとおり提出する。 
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大東市長   坂  伸 子     
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第八期 
（令和５年１０月１日から令和６年９月３０日まで） 
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事業報告書 

令和５年１０月１日から 

令和６年９月３０日まで 

事業の状況 

【事業の経過および成果】 

 当事業年度におきまして、住道駅周辺活性化プロジェクトでは、コロナ禍において JR 住道駅

改札前で開催してきた「住道ガッタンコ音市」は令和 5 年 11 月でその役割を終え、以降は「大

東ズンチャッチャ夜市」のみを毎月開催してきました。都市政策課主催の「住道駅周辺等活性

化応援団」にも参加し、他の参加団体と共に、“使う側”として駅デッキの改修案なども議論し

てまいりました。夜市の出店者数は 50 店舗を越え、新規で市内で飲食・物販店を始められる

方のチャレンジの場としても定着しています。また、夜市の会場設営・運営体験にレクチャーを

加えた視察研修プログラムにも、多くの自治体や企業、学生等にご参加いただきました。 

健康づくりプロジェクトでは、大東市地域包括支援センター業務として、大東元気でまっせ体

操会場や小地域ケア会議の新規立ち上げなど、社会資源を増やし、地域の声を掬い上げる

取り組みを中心に行ってきました。お笑い芸人 TKO らを招いての地域包括フェスティバルでは

多くの子育て世代に、認知症の相談窓口が地域包括であることを啓発しました。全国の自治

体で介護人材が不足する中、地域の資源を活かした本市の介護予防のノウハウが求められ

ており、スクール事業も堅調です。 

 北条まちづくりプロジェクトでは、視察に加え、各地から講演やアドバイザリー業務の依頼が

多くあった年でした。10 月にオープンした「もりねき書店」は、地域コミュニティーの拠点として、

また学生と地域企業の交流の場として、エリアになくてはならない存在となっています。より多

くの人が地域に関わる機会をつくり、住んでいる方、訪れる方が楽しめる場となるよう、活動し

てまいりました。 

深野北小学校跡地活用プロジェクトでは、アクティブ・スクウェア・大東の体育館・グラウンド、

中庭 BBQ や撮影場所としての利用が好調です。毎週水・土の「どすこい銭湯」の利用者数も

近隣の方を中心に伸びています。館としての経営改善も引き続き行いながら、宿泊を伴う利用

の促進に努めました。 

公民連携教育事業では、まとめの「まちの保護者会」を行い、大東市には不登校の傾向や発

達に特性のある子どもたちに向けた様々な支援活動があることを共有しました。ニーズ調査

等の結果、大東市としては新たな公民連携の学びの場づくりへと発展することはないという結

論となりましたが、お試しスクール等を通して、子どもたちが親でも教師でもない、地域の大人

と関われる場を求めていることは確かでした。まちづくり人材育成の観点からも、その部分は

今後何らかの形で事業として残せないか検討してまいります。 

 民間からの売上に、地域包括支援センター業務委託等の大東市からの委託費を合わせた

当該事業年度の売上高は、2 億 5 千 7 百 57 万円となり、経常利益は 3 千百 70 万円、当期純

利益は 2 千 3 百 46 万円となりました。 

 

【財政状態】 

 当事業年度における財政状態は、借入金は無く、純資産は 1 億 4 千 4 百 23 万円、総資産

は 2 億 1 千 3 百 95 万円、自己資本比率は 67.4％です。 
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株式の状況 

 当該事業年度における株式の状況は以下のとおりです。 

① 発行可能株式の総数 10,000 株 

② 発行済株式の総数 800 株 

③ 株主数 3 名 

④ 大株主 

株主名 持株数（株） 持株比率（％） 

大東市 600 75.0 

川村義肢株式会社 100 12.5 

株式会社アカカベ 100 12.5 
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第九期 
（令和６年１０月１日から令和７年９月３０日まで） 
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事業計画書 

令和６年１０月１日から 

令和７年９月３０日まで 

 

当社は、大東市が設立したまちづくり会社として、「大東市公民連携基本計画」の開発理念

である「自分でつくったまちに住む～大東に住み、働き、楽しむ～」の実現に向け、公的資産を

活用した４つのリードプロジェクトを核として、事業を深化発展させてまいります。 

 

北条まちづくりプロジェクトは、『ココロもカラダも幸せに暮らせる住宅地』をめざし、morineki

の開発を行ってまいりました。次期も、もりねき住宅をはじめ、エリア内施設の堅実な管理運営

とエリアの情報発信に努め、地域住民の生活の質の向上と共に、テナント企業の発展に寄与

してまいります。市営嵯峨園第２住宅のリノベーション活用案を引き続き検討し、嵯峨園第１、

第２住宅の入居者が早期に安心・安全な居住環境に移れるよう、市に対して最適な案を提案

してまいります。 

 

深野北小学校跡地活用プロジェクトでは、『ココロとカラダの稽古場』をめざしています。「ア

クティブ・スクウェア・大東」のゼルコバカフェや BBQ、宿泊、銭湯などを地域の方にも気軽に利

用していただけるよう、運営の一般社団法人大東倶楽部と共に、はたらきかけてまいります。 

 

住道駅周辺活性化プロジェクトは、『何度でも訪れたくなる賑わいの場』をめざし、駅デッキ

での「大東ズンチャッチャ夜市」の開催を中心に進めてまいります。賑わいや交流が日常でも

感じられる場所をデッキ以外にも広げるため、公衆浴場「扇温泉」の継業を支援したことをきっ

かけとして、幸町周辺の民間空き家を活用したプロジェクトも進めてまいります。 

 

健康づくりプロジェクトでは、『健康の喜びを分かち合えるまち』をめざし、令和 7 年度からも

大東市地域包括支援センターを安定的に運営し、高齢者の健康づくりと社会資源づくりを進め

ます。地域で暮らす認知症の方が増える中、自治会やお店等とも協力し、それぞれの方の症

状に合わせた対応を地域包括の専門職が一緒に考えていきます。本市の介護予防のノウハ

ウを活用したスクール事業、健康ラボ事業も継続し、高齢者やその家族が大東市に住み続け

たいと思える事業を実施してまいります。 

 

【今期売上目標：2 億 5 千 7 百万円 予定社員数（2025.4〜）：正職員 17 名 パート 1 名】 
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